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１．はじめに
　これまでの英語科のキャリア教育の取組みに関しては、前回報告した（H22 長崎短期大学紀要）。
短大生は、大学生の半分の 2年間で「専門の学問」と、「社会へ出て行く基本的な社会人基礎力」を
獲得しなくてはならない。従って、2年間を通して、効率よいキャリア教育の導入が不可欠である。
　今回は、平成２３年度より新たに英語科のプログラムとして組み込んだ２種類のキャリアディベ
ロプメントプログラムを紹介し、その効果について述べたい。
　一つは、佐世保市にある西九州最大のアミューズメント施設ハウステンボス内に英語科のサテラ
イト教室を設け、日本人と留学生のキャリア関連の授業や研修を開始したことである。ハウステン
ボスとの連携は長く、１ヶ月間（夏期休暇中、春期休暇中）のインターンシップは、過去１５年間
継続して実施しており、非常に高い教育効果を得ている。このインターンシップに加えて、サテラ
イト教室を有効利用し、サービス業関連の授業と研修を産学協同で実施するものである。
　もう一つは、ニュージーランドに於ける有給でのインターンシッププログラムへの取組みである。
このプログラムは、卒業後、又は 2年後期より１年間休学（サンドイッチ留学）し、この１年間を
季節の異なるニュージーランドで語学学習（１ヶ月〜３ヶ月）とホテルでの有給でのインターンシッ
プを経験するものである。
２．英語科でのキャリア教育への取組み概要
　英語科では、入学時から卒業時まで、キャリア形成の６ステップ（雇用 •能力開発機構）に従い、
短大生活 2年間を、①自己理解、②職業理解、③啓発的経験、④相談 •面接 • カウンセリング、⑤
方策の実行、（⑥追指導 •職場適応）の６段階に分けて、それぞれの時期に必要と思われる授業科目、
インターンシップ、研修プログラムなどを配置し、今年度も実施した。
　キャリア関係の科目としては、就職課による「就職講座」をはじめとして、英語科独自の取組み
として、「教養ゼミ（１年前後期）」「総合ゼミ（2年前期）」、「キャリア支援講座」「ビジネスマナー
ⅠⅡ」、「実践キャリアデザイン」、「プレゼン実践演習」、「キャリア検定演習」等のキャリア関連科
目を開講し、キャリア支援を行っている。
３．外部就職支援機関の活用（フレッシュワーク、ハローワーク等）
　学生への効果的なキャリア支援を考える場合、短大の教員に加え、できるだけ多くの外部（現場）
の人たちとの接触が重要だと考えている。就職や働く事について最新の情報を得る事ができると共
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に、キャリア選択、就職活動への良い刺激となっている。
　今年度は、特に就職準備としての「フレッシュワーク」、実際の求人情報収集としての「ハローワー
ク」と連携して、例年実施している宿泊型就職支援セミナ （ー平成２４年３月 21日、22 日）を行なった。
　学生への課題として、セミナー当日までに、「履歴書」と「エントリーシート」をおおかた完成す
ることとした。フレッシュワークと連携したプログラムで、全学生が、個人又はグループでカウン
セリングの電話予約をとり、訪問し、履歴書とエントリーシートを含む、就職関連のカウンセリン
グを受けることとした。教員が全てをセットアップするのではなく、学生の自主性を育てたいと考
えて実施した。その結果、ほぼ全員が相談に行き、現在も継続して施設を活用させてもらっている。
就職活動への本格的なとりかかりが遅い学生にとっては、特に外部での刺激は有効な手段であるこ
とがわかった。
　ハローワークに関しては、具体的な就職斡旋は１年次には行えないとうことで、３月の就職講座
において、実際に就職相談や紹介を行っている観点から学生に話しをしてもらい、施設が利用可能
となってからの、利用方法や求人票の見方などの説明をおこなってもらった。
４．ハウステンボス •サテライトキャンパスの利用
　平成２３年度より、新たにハウステンボスに英語科サテライトキャンパスを設け、留学生を含めた、
主としてキャリア支援の授業や研修の場として利用した。授業としては、１年次に「ビジネスマナー
Ⅰ」、「ホテル業論」、「観光英語」、「観光概論」、2年次に「英語プレゼンテーションⅠ」、「ビジネスマナー
Ⅱ」、「観光概論」、「実践キャリアデザイン」をそれぞれ実施した。
　授業の一環として、「ハウステンボス JR全日空ホテル」、「ホテルヨーロッパ」、「ウォーターマー
クホテル」でのホテル研修（客室やウエディング部門等の施設見学、ベッドメイク体験等）、園内施
設での接客研修（「バラ祭り期間中」、「世界のガーデニング祭り期間中」）等の教室外活動を実施した。
また、ハウステンボス人事部による講話や従業員（長崎短期大学卒業生）との懇談会等もおこなった。
　将来、ホテルを就職先と考えている学生を含めて、殆どの学生は、実際のホテルでの研修は初め
てのものが多く、研修後のレポートからも分かるが、大変貴重な体験となったようである。今まで、
ホテルに興味のなかった学生も新たな就職先として考えるようになったものもいた。
（学生のレポートから一部抜粋）
・全体を通して、ホテルの仕事を見る事ができ、将来ホテル業に就かないとしても、何らかのか
たちで、役に立つと思います。
・ホテル研修は滅多にできない経験だと思いました。
・お客様に対する、おもてなしの心がすごく伝わりとても感銘を受けました。私はサービス業に
就きたいと思っているので、今回学んだことを忘れず生かしていきたいなと思います。
・ホテルスタッフの方の立場で現場を見せて頂き普段は気づくことの出来ないスタッフの方たち
のお客さんに対する心遣いや気配りに驚き、そして感動しました。
・ホテルの仕事には沢山の人が関わっている事を知り、ホテルの仕事についてもっと知りたいと
思いました。また、ホテルで働いてみたいと思いました。
・あまりホテルの仕事のことにはあまり関心がありませんでしたが、今日のホテル研修で少しホ
テルでの仕事も楽しいなと思い、関心がわきました。これから、もっとホテルのことなどをた
くさん知る事ができるといいなと思います。
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５．３月ハウステンボス宿泊就職支援セミナー
　これまで、短大キャンパスと久住レゾネイトクラブ •黒川温泉山みず木において、宿泊型就職支
援セミナーを実施してきた。このセミナーを実施することで、１年次に実施してきたキャリア関連
プログラムのまとめと、本格的な就職活動が始まるのにあわせて、学生が就職モードに頭を切り替
えるきっかけとしており、十分な効果があった。
　今年度よりハウステンボス教室を開設するようになったこともあり、１日目をハウステンボス教
室で講義形式の就職支援セミナーを実施し、宿泊先をハウステンボス JR全日空ホテル（平成２４年
度より、ホテルオオクラ JRハウステンボス）として、１泊２日の行程でセミナーを実施した。
　詳細は、資料１にあるが、１日目の午前中はフレッシュワークに講義を依頼し、履歴書とエントリー
ショートのほぼ完成を目指した。１年後期より学生に指導し、フレッシュワークを必ず訪問し、登
録と共に、履歴書及びエントリーシートの作成相談に行き３月の宿泊セミナーの際には、ほぼ完成
できる様に指導した。従って、フレッシュワーク側も事前に学生からもらった書類に丁寧にコメン
トされており、スムーズに講義を進めることができた。学生は、自分の基本的なエントリーシート
がほぼ出来上がることで、就職活動へ臨む安心感が持てたようであった。
　午後は、１年次よりビジネスマナーを担当する講師に、就職活動直前の総まとめ的な、マナー指
導をおこなってもらった。
　また、ハローワーク側からは、実際に求人が来ている会社を幾つか例として取り上げてもらい、
就職活動への取り組み方やハローワークの利用方法等について詳しい話しをしてもらった。
　最後に、課題としていた、就職用の一般常識問題の筆記試験を実施した。宿泊先での夕食は、「テー
ブルマナー」も組み込み、マナー研修の一部とした。
　2日目は、午前中、ホテルの会場を借り、ホテル人事部の方々に実際の採用面接のシュミレーショ
ンを全学生の前で実施してもらった。前日に、グループ分けした中から代表を各１名選出させ、実
際にこのホテルの採用面接に臨むという設定で、グループ面接に参加させた。前日より、グループ
ごとにその代表者を訓練し、自己 PRや企業調査を協同でさせ、就職活動の準備と実際の面接試験
がどのようなものかを体感してもらった。面接試験の代表となった学生はもとより、面接の様子を
見ている学生、教員にとっても非常に緊張感のある面接シュミレーションであった。終了後に感想
レポートを書かせたが、実際の就職面接を目の前にして、緊張した雰囲気の中で、質問や応答が飛
び交う面接に、非常に強い刺激を受けたようである。
（学生のレポートから一部抜粋）
・セミナーに参加して就職への意識が変わったと思います。将来悔いが残らないようにやってお
くべきことは、今一生懸命全力を尽くし、頑張りたいと思います。
・模擬面接では、代表になりました。とてもいい体験ができたと思います。言うことや考えもま
とまってなくて全然できなかったけど、今回の失敗で自分が改善しなければならないこと、今
後しなければならないことがわかることができたので、すごく良かったと思います。
・今回のセミナーで、私はもっと「コミュニケーション能力」を鍛えなければならないと実感し
ました。
・模擬面接では、実際の面接のようにおこなっていたので、私まで緊張しました。新聞やニュー
スを日頃から読む様にすること、目がなるべく泳がないようにすること、英語科だから自己
PRなどに英語を入れるといいなど、ためになるものでした。
・面接はやはり準備しておくべきだと思ったし、本当の面接の時に緊張して頭が真っ白にならな
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いように練習すべきだと思いました。
・今回の就職セミナーを通して改めて自分の就職活動への意気込みが小さかったということを実
感できました。面接を体験したからこそ、自分の弱点や、もっとこうゆうふうに言う事ができ
たらなと考える場面が多かったです。本番は、元気ではきはきとした姿を出していきたいと思
う。そのために、自分はこれだけは他の人に負けないというものを今から作って行きます。
・実際にセミナーに参加する前は、すごく厳しくてとても大変なのだろうと思っていました。し
かし、実際の授業は自分の将来のために役立つものばかりでした。
・今回のセミナーで、もっと就職というものが近づいたように思います。今やれる事を一生懸命
やることで、自分の将来につながると思ったので、もっと頑張りたいです。
・今回のセミナーで感じたこと、学んだ事は沢山あります。最初は、あまりやる気もでていなく
て嫌だなと思うことばかりでした。でも、エントリーシートの書き方や、テーブルマナー、本
格的な集団面接の場を見て、もっと自分自身を見つめなおさないといけないということと、就
職活動に対して、不安と焦りがでてきました。努力していく気持ちと、自分自身の気持ちの問
題と思うので頑張りたいと思います。
・今回のセミナーに参加して、最初は軽い気持ちで就職に就いて考えていたけど、面接の練習な
どを見て、本気で頑張らないといけないと思った。勉強や色々な面で、自分はまだまだのとこ
ろが多いので、少しずつ改善していこうと思う。
６．ハウステンボスでのインターンシップ
　今年度のハウステンボスでのインターンシップ参加者は、１６名（夏２名、春１４名）となった。
約半数の学生がインターンシップに参加した。ハウステンボスでの授業を開始し、学生へのより実
践的なキャリア学習の機会や刺激を増やすことができ、積極的にインターンシップに参加するよう
になったようだ。インターンシップの日誌にも書かれているが、アルバイト経験がない学生も会社
組織の中で働く事により、社会へ出て行くための自信が少しだが身につけることができ、特にサー
ビス業に将来つきたい学生にとっては、非常によい体験になったようだ。受入れ側の担当者からも
学生のインターンシップへの取組みに対して高い評価をもらっている。１ヶ月のインターンシップ
だが、社会人に向かって確実に成長しているようだ。
７．海外ニュージーランド有給インターンシップ
　語学学習としての海外留学は、短期から長期まで、これまで様々な取り組みをおこなってきた。
平成２３年度からは、新たに、語学研修と有給のインターンシップを組み合わせたプログラムを開
始した。英語科に入学してくる殆どの学生は、海外留学を希望しているが、これまで、経済的理由
で留学をあきらめなければならい学生が少なからずいた。少しでも、学生の希望を叶えるために、
やる気のある学生は、できるだけ自分の力で海外に留学させ、外資系企業への就職準備も考えた
「ニュージーランドへの有給インターンシップ留学」を開始した。
　平成２３年度は、既卒者２名（１名は、日本での３年間のホテル就業経験あり）が参加し、８月
に渡航し、最初の２〜３ヶ月間はオークランドの語学学校で英語を学び、その後、平成２４年４月
まで現地のホテルで仕事を経験した。仕事内容は、ベッドメイク、レストラン、フロントなどホテ
ルでの様々な職種を体験したようである。平成２４年度は、卒業生が２名と 2年生在籍の２名（サ
ンドイッチ留学として）の４名が、ニュージーランドでのインターンシップに臨む。ニュージーラ
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ンドでインターンシップを経験した学生の報告レポート（資料２）に、このプログラムの効果を見
ることができる。単に語学留学に行くよりは遥かに語学力は向上しているものと思われる。なにより、
実際に現地の人たちとともに（英語を使い）、賃金をもらい働くことによる責任感、達成感、充実感は、
海外でも立派に働くことができるという大きな自信になることは間違いない。
８．まとめ
　ハウステンボスに開設したサテライト教室も有効に利用できたのではないかと思う。１年生は、
初期の職業理解として、2年生は、職業体験の場として、適切なプログラムが実施できた。ハウステ
ンボスは今後、医療観光をはじめ、様々な新しい取組みを計画しており、今後益々、学生にとって
貴重な職業体験施設となるものと考える。アジア（中国、台湾、韓国等）からの観光客も今後回復し、
英語や中国語、韓国語の需要も増加する。語学とキャリアの実践の場として、ハウステンボスサテ
ライト教室を今後ますます活用していきたい。
　また、ニュージーランドでの有給インターンシップとハウステンボスでのインターンシップを組
み合わせて、より効果的な語学及び職業教育を実践していきたい。本当の意味で、国際的に活躍で
きる人材の育成を今後の目標としたい。
付記　本研究は長崎短期大学、平成２３年度傾斜配分研究費の助成を受けておこなったものである。
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（資料１　３月就職支援セミナー　プログラム）
平成２３年度　英語科 •就職活動支援セミナー in	HTB
3 月 21 日（水）＆　22 日（木）
趣旨：　いよいよ本格的な就職活動が始まります。この研修を境に、就職活動（モード）への気持
ちの切り替えをしてもらうために実施します。この宿泊研修を通して、みんなで切磋琢磨しながら、
納得のいく就職ができるように頑張りましょう！
注意：
＊遅刻は絶対にないように。　＊欠席がない様に体調管理に気をつけてください。
＊スーツ又は制服着用。髪ノーマル＆まとめてくる。
＊「履歴書」「エントリーシート」「自己 PR（１分程度）」「英文自己紹介（１分以内）」を持参。
3月 21 日（水）
９時　短大発　▶　駅裏経由　HTB教室　
①１０：００〜１２：００　セミナー１（午前：書類編）
■ 10:00 〜 10:15	全体説明　（英語科CA&就職課川久保先生）
■ 10:15 〜 11:40 フレッシュワークの方より『ＥＳ＆履歴書の書き方』講話（清水芳子先生）
＊提出済みの「履歴書」「ＥＳシート」「企業調査表」を使ってワークショップ。
■ 11:50 〜 12:20	(30 分 )　一般常識問題テスト
（昼食）12:20 〜 13:20　
②１３：３０〜１６：３０　セミナー２　（午後：面接編）
■ 13:30 〜 14:50	面接挨拶＆自己 PR練習①（梶谷先生＋英語科教員）
■ 15:00 〜 15:40　ハローワーク（実際の求人に関して：石橋正博先生）
■ 15:50 〜 16:50		自己 PR練習②＆グルーク面接（ディスカッション）の練習
＊最終的に、グループで「翌日のHTB全日空ホテル模擬面接（人事部）」で面接受験者になっても
らう代表１名を選び、その代表者の「自己PR力＆グループ面接力」をグループ内でトレーニングし、
鍛えてもいます。無事、その人が採用されるかは、グループ指導の結果となります！
（教室の掃除▶徒歩にて全日空ホテルへ移動）
■ 17:30	チェックイン完了
■ 18:00 〜 20:00　夕食（テーブルマナー）　場所：１階中宴会場「飛鳥Ⅰ •Ⅱ」
■夕食後：自由行動
★★各グループで「自己 PR」の練習（自分の言葉で言える様に）し、翌日に備える。
3月 22 日（木）
■ 9:00「2 階宴会場ちどり •しらさぎ」へ集合　＊朝食後、荷物を持って
■ 9:00 〜　面接準備（5グループ）
■ 9:30 〜 10:30	全日空ホテル人事課による模擬面接
■ 10:45 〜 11:10　グループディスカッション
　　　　　　　　		①企業が求める「コミュニケーション能力」とは
「長崎短期大学・英語科　キャリア教育への取組み（2）」
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　　　　　　　　		②「コミュニケーション能力」を高める方法とは
　11:10 〜 11:15　プレゼンテーション
　11:15 〜 11:30		受講レポート作成
■ 11:45（ホテル発）→佐世保市外　→短大　＊現地解散
（資料２　ニュージーランド有給インターンシップ感想レポート）
●仕事内容
　Ｈｏｕｓｅｋｅｅｐｉｎｇでは、名前の通り、お客様のお部屋を掃除しています。" １人が持つ掃
除する部屋の数は約１５－１８部屋です。一部屋、３０分以内に仕上げないといけないので、最初
の頃は、時間がかかりすぎてみんなに手伝ってもらっていました。
　最近は結構Ｈｏｕｓｅｋｅｅｐｉｎｇのスタッフの数が増え、２組でしたりしています。台湾、
フランス、ドイツ、メキシコ、スコットランド、もちろんニュージーランドという国際色豊かで、
英語を使う環境なので、英語力をあげるには最適だと思います。
　レストランのＷａｉｔｒｅｓｓでは、朝と夜で少し仕事内容が違います。
　仕事をしていてよかったと感じた面は、同僚に恵まれたことです。最初の頃は、自分の英語力不
足のせいで、みんなを困らせたりするのではないかと不安ばかりでしたが、Ｓｔａｆｆ全員がフレ
ンドリーで、英語も分かりやすく話してくれて、いつも心配してくれてて、そのおかげで、私も自
分からみんなに話しかれるようになりました。同僚達と一緒にお昼ご飯を食べて、お話するのが一
番楽しいです♪あと、レストランでの出来事なんですが、私が日本でレストランでアルバイトして
いた時に、結構サービスに力を入れている所で働いていたので、それを生かして、お客様にスープ
を早く提供すると、" ここのサービスは早いね！”と喜んでくださったり、時には " 笑顔がいいね”
と言ってくださり、さらに頑張ろうと自分の励みになりました。
●私生活で楽しいこと、困ったこと
　楽しいことは、同僚のみんなと一緒に話しをしたり、パーティーをしたりして、みんなとの交流
を深めています。私はスタッフアコモデーションに住んでいますので、よりみんなとの交流が深ま
るなと思います。一番心に残ったことは、新月の日にＭｉｌｋｙ　ｗａｙを見たことです。夜中の
１時ぐらいに湖の前に寝転がり、夜空を眺めていました。本当に感動するぐらいきれいで、流れ星
も５回は見ました！
　あと、ホテルの目の前にＴｅ　Ａｎａｕ湖があることです。Ｎｅｗ　Ｚｅａｌａｎｄの中で２番
目に大きくて、天気がいい日は泳いだり、日光浴を楽しんでいる人が多いです。
●英語力を上げるという点からのＩｎｔｅｒｎｓｈｉｐ
　私はこのＩｎｔｅｒｎｓｈｉｐに参加できて本当によかったと思います。確かに、語学学校で習
うことは基礎なので、大事だと思います。ですが、Ｉｎｔｅｒｎｓｈｉｐではスタッフやお客様と
ののコミュニケーションとして、習ったことを活かせることができ、応用力もついて、語学学校に
ずーっと通うよりかは、２倍吸収そして成長できると思います。最初は不安でいっぱいです。でも、
たくさんみなさんと接していくうちに、自信に変わっていくと思います。
●今後の目標
　今後の目標としては、あと仕事することも６週間となったので、教えてもらったことを忠実にこ
なしていくことです。教えてもらったことを無駄にせず、帰国後は、外資系のホテルで働きたいです。
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●最後にこれからインターンシップに挑戦したいと思っている方達へ！
　最初は不安がいっぱいです。でも、何事も失敗を恐れていては、成長できないと思います。たく
さんそのような経験から学ぶこともあります。最初、もちろん私も不安がいっぱいで、ホテルのレ
セプションを尋ねた頃の自分と今を比べると大きく違います。海外に出てみると、日本にいるより
も自分の成長を感じることができると思います。違った見方や、いろんな国のお客様と接すること。
日本ではそうできないことだと思います。しかも、それを自分の強みとして、今後に活かせる事が
できるのではないかと感じます。興味がある方は絶対に行くべきです。自分の人生の中に、海外で
働いたということは、とても貴重な財産ですよ！みなさんも頑張ってみてください！
